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【く概要＞又は＜一般目標： GIO>】

数理統計学は基本であるが、本講義は生物統計学方法論を主体にして、健康スポーツ学科で見られる各種のデータについて、どのように

考えて行くかに視点を置き、生命現象一生体現象を理解することを目的とする。これからの健康科学は、データを基本にして生体現象を

解析・評価し、より実態にあった科学的見地から理解し、健康増進を図ることが重要である。このため演習を主体にした講義を行い、

科学的評価方法論を個人として集団として理解し応用できる能力を養う。

【＜学習目標＞又は＜行動目標： SB0>】

1.統計学の基本と生物統計学の意義について説明できる。

2.集計した資料を表やグラフにまとめることができる。

3グラフや表にした資料について、統計的な解析・評価を行う。

4.生物統計的な評価に基づき、普遍性・妥当性・客観性・論理性を持つ結論付けを行うことができる。

5.常に科学的証拠に基づき、判断する基本的姿勢を身につける。
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番号l学習方法・学習課題又は備考・担当教員
講義

講義

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義

【使用図書】 く書名＞ ＜著者名＞

医統計テキスト 遠藤和男・山本正治

く発行所＞

西村書店

く発行年・価格•その他＞

2003 2550十税

教科書
（必ず購入する書籍）

参考書

その他の資料

はじめて学ぶ医療統計学 監訳折笠秀樹 総合医学社 2003 3000十税

統計学入門 杉田暉道・析久保修 医学書院 2004 2520十税

毎回レジメとしての資料を提供するので、それに従い講義・演習を行う。

【評価方法】

出席とレポートならびに試験により

総合的に評価する。

【履修上の留意点】

学生自身が生態現象を理解するための演習を行う。また資料整理のため、平方根の出る

電卓を必携とする。演習には電卓を基本とし最終的にはPCを用いることもある。

また実践的課題を検討するため10人ほどのグループを作り対応する。
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